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底曳網の研究一Ⅲ

網中の流速の減速現象について
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Abstract

Ｉｎｔｈｅｐｒｅｖｌｏｕｓｐａｐｅｒｓａｕｔｈｏｒｓｓｔｕｄiedcurrentvelocityinthethin-seｔｔｗｉｎｅｄｒａｇｎｅｔ・

ＡｎｄｉｎｔｈｉｓｃａｓｅＥｅｌｄｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔｗａｓｃｏｎｄｕｃｔｅｄｉｎｏｒｄｅｒｔｏｍｅａｓｕｒｅｔｈｅｃurrentvelocity
insidethedrag-neｔｍａｄｅｏｆｔｈｉｃｋ－ｓｅｔｔｗｉｎｅ，Ａｓｕｍｍａｒｙｏｆｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｉｓｓｈｏｗｎｂｅｌｏｗ．

（１）Currentvelocitymeasuredattheinsidｅｏｆｔｈｅｎｅｔｗａｓ７６－８７％ｏｆｔｈａｔａｔｔｈｅｎｅｔ

ｍｏｕｔｈ，Theaccelerationofcurrentvelocity，ｏｂｓ６ｒｖａｂｌｅｉｎｔｈｅｐｒｅｖｉｏｕｓｅｘｐｅｒｉｍents，ｗａｓ
ｎｏｔｏｂｓｅｒｖｅｄ．

（２）Theratiobetweenthevelocityatthｅｉｎｓｉｄｅｏｆｔｈｅｎｅｔａｎｄｔｈａｔａｔｔｈｅｎｅｔmouth

wasexpressedinthetheoreticalformula（showingFig、４〕，

ひ附

沙ox2e等(等ー'）

1．まえがき

既報（1964)')，（1973)2)において襲網の網中の流速が網外のそれよりも速くなる現象を実験的に

立証し，次いで網中の増速現象を利用して網口を高くする実験を行った．これらの実験は全て細い

網糸を用いた模型網の場合であったが，一連の実験の推移として，次は太い網糸を用いた場合はど

うなるかという問題が更めて提議される．そこで今回はトロール網や２そう曳網のような太い網糸

を用いた場合の褒網について実験を行ってみた．

２．実験網

模型実験では,網糸の径（D）および目合（L）を、/Ｌの形で表わし，その値を模型網と実物網

で夫々等しくし,幾何学的に相似にさせている（1934)3)．既報の実験で用いた模型網のＤ/Ｌの値は，

Ｔａｂｌｅｌに示すように０．０１３と網糸の細い１そう曳網と略同値にとったが，今回の実験網の場合は

0.031とし，網糸の太いトロール網と略同値にさせている．実験に用いた網はＦｉｇ．１に示すよう

な２３ｍｍ目合の旭鱗網地からなる４枚構造網の嚢網である．網口には径１．７６ｍの鉄製リングで
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この実験結果と対応させてみ

この巽網において，網の横断

ＴａｂｌｅｌＶａｌｕｅｏｆＤ/L,

中央'付近に２箇のリングをつけた姿となったが，網の側線形状はリ

であった．

ここで次のような仮定のもとに網中の流速に関する理論式を導き，

ることにした．先ずFig.４に示すような曳網中の褒網を設定する．

開口し，網ロより４．５ｍの位置には径０．８６ｍの流速

計装置用の鉄製リングを設けた．
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３ ．実験方法

実験はFig.２に示すように，巽網を本学練習船南星

丸の舷側で曳網し，褒網の網口と網中で夫々流速を測定

した．流速計は網口にＣＭ２型流速計を,網中にＣＭｌＳ型

流計（東邦電探製）を装置し測定した．なお高速になる

と，網口が水面に浮上するので，網ロ固定用リングの前

方にデプレッサーを装着し，網口の浮上を極力押えた．

４.実験結果と方法

既報')において網中の流速は網口の流速の８１～125％

の値を示し，また既報2)では99～118％とほとんど網中

の増速現象を示した．しかし今回の実験ではＦｉｇ．３に

示すように，網中の流速は76～87％とすべて網口のそ

れより遅くなる結果となった．この減速現象は網尻部分

に更に太い網糸を用いたコッドエンドを縫合した場合に

は更に減速し，しかも網中が渦流状態になることが予想

される．トロール網や２そう曳網では網中で減速する測

定結果が既に発表されている（1960)鋤．網成りは網口と

こが’網の側線形状はリングにさほど関係なく略直線状
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